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関するお知らせ」をご参照願います。
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１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

（２）連結財政状態 

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 

平成23年3月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）
平成22年8月11日

上場会社名 株式会社銀座山形屋 上場取引所 ＪＱ 

コード番号 8215 ＵＲＬ http://www.ginyama.co.jp 

代表者   （役職名） 代表取締役社長 （氏名）山形 政弘 

問合せ先責任者 （役職名） 管理部長 （氏名）渡辺 光潤 （ＴＥＬ） 03（3545）4731 

四半期報告書提出予定日 平成22年8月12日 配当支払開始予定日  ― 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無 

四半期決算説明会開催の有無      ：無 

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年3月期第１四半期  1,164  △6.3 △14  － 20 145.9 △187  －

22年3月期第１四半期  1,243  △11.7 △21  － 2.9

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

円 銭 円 銭 

23年3月期第１四半期 △10 86  －

22年3月期第１四半期  0 38  －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年3月期第１四半期  4,352 2,781 63.9 161 09 

 22年3月期  4,294 3,004 70.0 174 02 

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 2,781百万円 22年3月期 3,004百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年3月期  －  0 00 － 0 00  0  00

23年3月期  －

23年3月期（予想）  0 00 － 0 00  0  00

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  2,137  98.3  △182  －  △143  －  △368  －  －

通期  4,818  100.5  △50  －  1  －  △228  －  －

8 6 △92.2



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．3「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規    －    社 （ － ）          、除外  －    社  （ － ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更：有

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

（注意事項） 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の 

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想 

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）2ページ 

「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 18,044,715株 22年3月期 18,044,715株

② 期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 777,008株 22年3月期 777,008株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 17,267,707株 22年3月期１Ｑ 17,269,517株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期におけるわが国経済は、欧州の財政問題の影響による信用収縮が新たな懸念要因となり、円高・株安

傾向も再び強まるなど、依然として先行き不透明な状況が続いてまいりました。このような環境の下で当社グループ

は、オーダーメイドを柱に経営資源の集約化をするとともにブランド力の強化に取り組んでまいりました。 

経営成績につきましては、売上高1,164百万円（前年同四半期比6.3％減）となりましたがオーダーメイドスーツ売上

高の減少幅は前年同四半期比2.6％減で既存前年同四半期比0.9％減と下げ止まりの兆しが見え、売上総利益率の改善

と販売費及び一般管理費の削減等を行いました結果、営業損失14百万円（前年同四半期は21百万円の損失）、経常

利益20百万円（前年同四半期比145.9%増）となりましたが、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額等があ

り、187百万円の第１四半期純損失（前年同四半期は6百万円の第１四半期純利益）となり、前年実績を下回ること

となりました。 

 事業のセグメント別では、小売事業が売上高619百万円、営業損失11百万円、卸売事業が売上高370千万円、営業

損失36百万円、受託縫製事業が売上高168百万円、営業利益21百万円となりました。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末における総資産は4,352百万円となり、前連結会計年度末に比べ58百万円増加いたしました。  

主な要因は、営業活動によるキャッシュ・フロー104百万円等があったことによる現預金の増加117百万円があった 

一方で、売上の減少による受取手形及び売掛金の減少46百万円、投資有価証券の時価下落に伴う減少30百万円、退店

等による差入保証金及び敷金の減少10百万円等があったことによるものであります。 

負債につきましては前事業年度末に比べ286百万円増加し1,451百万円となりました。主な要因としては資産除去債務

に関する会計基準の適用に伴い資産除去債務を222百万円計上したことによるものと、季節要因による買掛金の増加 

54百万円等によるものであります。 

純資産につきましては、前事業年度末に比べ223百万円減少し2,781百万円となりました。主な要因としては資産除

去債務に関する会計基準の適用に伴い、その影響額206百万円を特別損失として計上したことにより、四半期純損失

が187百万円となったことに加え、投資有価証券の時価下落に伴いその他有価証券評価差額金が35百万円減少したこ

とによるものであります。。  

キャッシュ・フロ－の状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は797百万円で前連結 

会計年度末に比べて117百万円増加（前年同四半期は114百万円の資金増）いたしました。各キャッシュ・フロ－の 

状況とそれらの要因は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロ－） 

 営業活動によるキャッシュ・フロ－は、101百万円の増加（前年同四半期は36百万円の増加）となりました。  

これは売上債権の減少による資金の増加51百万円及び仕入債務の増加による資金の増加53百万円等があったことが主

な要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロ－） 

 投資活動によるキャッシュ・フロ－は、16百万円の増加（前年同四半期は７8百万円の増加）となりました。 

これは有形固定資産の取得による支出3百万円があった一方で、差入保証金及び敷金の返還による収入11百万円及び

貸付金の返済による収入11百万円があったことが主な要因であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロ－） 

財務活動によるキャッシュ・フロ－は、リ－ス債務の返済による支出が0.8百万円ありました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期までの業績につきましては、概ね計画どおり推移しております。平成23年３月期の業績予想につき

ましては、平成22年５月14日に公表いたしました連結業績予想に変更はございません。  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません 

 （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報

2



（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

  当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年3月31日) 

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日)を適用 

しております。 

 これにより、営業損失は87千円増加、経常利益は87千円減少し、税金等調整前四半期純損失は、204,646千円 

増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は221,712千円であります。  

表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部

流動資産

現金及び預金 797,778 680,390

受取手形及び売掛金 491,532 537,007

商品及び製品 165,030 148,151

仕掛品 18,359 20,163

原材料 139,854 125,720

その他 74,322 63,144

貸倒引当金 △3,739 △2,426

流動資産合計 1,683,138 1,572,152

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 148,168 145,709

その他（純額） 267,740 267,711

有形固定資産合計 415,908 413,420

無形固定資産

その他 8,047 7,201

無形固定資産合計 8,047 7,201

投資その他の資産

投資有価証券 1,056,066 1,086,863

敷金及び保証金 978,160 989,090

その他 339,476 356,758

貸倒引当金 △128,034 △131,270

投資その他の資産合計 2,245,668 2,301,441

固定資産合計 2,669,624 2,722,063

資産合計 4,352,763 4,294,216

負債の部

流動負債

買掛金 230,623 176,840

未払法人税等 5,510 11,125

ポイント引当金 39,973 36,914

その他 359,839 343,488

流動負債合計 635,947 568,367

固定負債

退職給付引当金 605,094 602,639

役員退職慰労引当金 85,478 91,869

資産除去債務 222,208 －

その他 22,292 26,364

固定負債合計 935,074 720,873

負債合計 1,571,021 1,289,241
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部

株主資本

資本金 2,727,560 2,727,560

資本剰余金 882,948 882,948

利益剰余金 △682,770 △495,323

自己株式 △79,151 △79,151

株主資本合計 2,848,587 3,036,034

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △66,845 △31,058

評価・換算差額等合計 △66,845 △31,058

純資産合計 2,781,741 3,004,975

負債純資産合計 4,352,763 4,294,216
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日) 

売上高 1,243,153 1,164,613

売上原価 583,791 527,957

売上総利益 659,362 636,656

販売費及び一般管理費 681,071 651,196

営業損失（△） △21,708 △14,540

営業外収益

受取利息 511 588

受取配当金 24,032 29,019

受取手数料 3,747 3,755

雑収入 2,043 6,499

営業外収益合計 30,334 39,863

営業外費用

支払利息 103 147

雑損失 120 4,521

営業外費用合計 224 4,668

経常利益 8,401 20,655

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 － 91

貸倒引当金戻入額 2,216 1,923

特別利益合計 2,216 2,014

特別損失

固定資産除却損 － 301

減損損失 － 293

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 206,376

特別損失合計 － 206,970

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

10,617 △184,300

法人税、住民税及び事業税 3,972 3,146

法人税等合計 3,972 3,146

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △187,446

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,644 △187,446
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

10,617 △184,300

減価償却費 9,750 13,601

減損損失 － 293

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,216 △1,923

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,455 △6,391

固定資産除却損 － 301

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 206,376

退職給付引当金の増減額（△は減少） △9,928 2,455

受取利息及び受取配当金 △24,543 △29,608

支払利息 103 147

売上債権の増減額（△は増加） 21,139 51,757

たな卸資産の増減額（△は増加） △31,569 △29,208

仕入債務の増減額（△は減少） 40,166 53,783

その他 3,415 1,760

小計 18,391 79,043

利息及び配当金の受取額 24,561 29,621

利息の支払額 △103 △147

法人税等の支払額 △5,860 △6,918

営業活動によるキャッシュ・フロー 36,988 101,599

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,610 △3,583

投資有価証券の取得による支出 △490 △509

敷金及び保証金の回収による収入 77,414 11,170

敷金及び保証金の差入による支出 △48 △240

出資金の回収による収入 4,500 －

貸付金の回収による収入 980 11,764

その他 △705 △1,922

投資活動によるキャッシュ・フロー 78,039 16,679

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △443 △891

財務活動によるキャッシュ・フロー △443 △891

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 114,584 117,387

現金及び現金同等物の期首残高 623,830 680,390

現金及び現金同等物の四半期末残高 738,415 797,778
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 該当事項はありません。  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  当社グル－プは、衣料品製造販売(受託縫製を含む)事業を主な事業としておりますが、当セグメントの売上 

高及び営業損失の金額が、全セグメントの売上高の合計及び営業損失の合計の90％を超えておりますので、事 

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

存外子会社及び存外支店はありませんので記載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

海外売上高はありませんので記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は、持株会社としてグループ全体の戦略を担い、子会社３社は「小売事業」「卸売事業」「受託縫製事

業」を展開しております。 

 「小売事業」は、主に店舗等において紳士・婦人服、カジュアル洋品の小売販売を行っております。「卸売事

業」は、主に紳士・婦人服の卸販売を行っております。「受託縫製事業」は、主に紳士・婦人服の受託縫製加工

を行っております 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んでおりま

す。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（単位：千円）

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
小売事業 卸売事業 受託縫製加工 計 

売上高 

外部顧客への売上高 619,927  370,059  168,276  1,158,263  6,350  1,164,613

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 － － 504,325  504,325  △504,325  －

計  619,927  370,059  672,601  1,662,588  △497,975  1,164,613

セグメント利益 △11,681 △35,216 19,968 △26,929 7,504 △19,425 
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。 

（単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計 △26,929 

「その他」の区分の利益 7,504

セグメント間取引消去  1,427

棚卸資産の調整額  △2,861

その他の調整額  1,558

四半期連結損益計算書の営業利益 △19,301 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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